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太さが10μ から 500μ ，長さが10mmから 100mm程度の非常に細長い線状体の集団を気流あるいは液
流で処理する方法は，繊維工業，紙パルプ工業，高分子工業などでしばしば見受けられる。本論文は
このような細い線状体の気流に対する力学的特性，気流中での挙動などについて理論と実験とから解
明を試みたものであって，その研究の結果を要約するとつぎのとおりである。
1.線状体が平行に集合している束から単一線状体あるいは線状体群が気流によって分離される現
象についてシミュレーシヨンを行い，単一線状体に分離するには，線状体の束のつかみ点近傍で
線状体の束を広げるような気流を用いればよいことを示し，それにもとづいて，均ーな分離作用
をもっ気流を作る装置を提案した。
2. 線状体の気流中の運動を理論と実験とから詳細に研究し，線状体の単位長さあたりの重さの違
いによる飛走距離の違いを明らかにし，これを利用して繊度分布測定装置を試作した。
3. 水平直管内気流および水平回転気流中で輸送されている線状体の軌跡，速度，姿勢などを理論
的に計算し，実験によって確かめ，線状体が気流の主流方向に平行に輸送される可能性は極めて
少ないことなどを示した。
以上のように本論文は線状体の気流による分離と輸送について，理論と実験の両面から研究したも
ので，その成果は工学上のみならず工業的にも寄与するところが大きしh よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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